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平成 27年５月期通期連結業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 

 
平成 27年４月 14日に公表しました平成 27年５月期（平成 26年６月１日～平成 27年５月

31 日）通期連結業績予想値と決算値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたし
ます。 

記 

 

１．平成27年５月期通期連結業績予想値と決算値の差異（平成26年６月１日～平成27年５月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成27年４月14日） 

百万円 

5,200 

百万円 

810 

百万円 

1,620 

百万円 

1,310 

円 銭 

56.57 

今回実績（Ｂ） 5,234 572 1,328 1,112 48.03 

増減額（Ｂ－Ａ） 34 △237 △291 △197 － 

増減率（％） 0.7 △29.3 △18.0 △15.1 － 

（ご参考）前期実績 

（平成26年５月期） 
4,233 804 785 493 22.49 

（注） 当社は、平成26年８月１日付で、普通株式１株につき普通株式４株の株式分割を行っております。１株当た

り当期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 
２．差異が生じた理由 

受託開発案件である沖縄本島 IC乗車券システム「OKICA」を開発、平成 27年４月 27日にグラ

ンド・オープンを迎え、モノレールに加えてバスでの運用を開始することができましたが、一部

機能の要件定義遅延等により一時費用が発生したため、利益面においては、前回発表しました連

結業績予想値を下回る結果となりました。 

また、第４四半期連結会計期間において持分法による投資損失64百万円を計上した結果、当連

結会計年度における持分法による投資利益は763百万円（第３四半期連結累計期間は827百万円）

となりました。 

 
 前期との比較等の詳細につきましては、本日公表の「平成27年５月期決算短信」をご参照ください。 

 

以上 


